
一般社団法人 日本心臓病学会 2018 年度事業報告 
（2018 年 8 月 1 日～2019 年 7 月 31 日） 

 

1. 学術集会の開催 

（1）	 第 66 回日本心臓病学会学術集会 

会期：2018 年 9 月 7 日（金）～9月 9 日（日） 

会場：大阪国際会議場 

会長：増山 理（兵庫医科大学内科学講座循環器内科） 

テーマ：心臓病をケースに学ぶ、エビデンスに学ぶ 

（2）	 印作物・製作物 

電子抄録および抄録アプリ、印刷物としてプログラム集を製作した。 

（3）	 顕彰 

会期初日に優秀演題賞（症例報告，研究発表），の対象となるセッションを開催・審査を

行った。結果は会期初日の表彰式で発表し、最優秀賞・優秀賞を授与した。 

 

2. 会誌及び図書の刊行 

（1）	 『JOURNAL of CARDIOLOGY』刊行 

Vol.72～73 No.1～6 を月刊のオンラインジャーナルとして発行、印刷物としては隔月

で発行した。 

（2）	 『JOURNAL of CARDIOLOGY Cases』刊行 

Case Report のみ掲載する専門誌（査読有）。Vol.18 No.1～6～Vol.19 No.1～6 をオン

ラインジャーナルとして発行し、対象期間に掲載された Case Report より、最優秀賞・

優秀賞各 1編を選出し、第 66 回学術集会初日の表彰式で授与した。 

 

3. 研究、調査及び教育 

（1）	 教育セミナーの開催 

［ファンダメンタル・コース］ 

 大阪：2019 年 2 月 10 日（日）／大阪国際会議場／参加者 307 名 

 東京：2019 年 5 月 26 日（日）／一橋大学一橋講堂／参加者 102 名 

［アドバンス・コース］ 

 大阪：2019 年 2 月 17 日（日）／大阪国際会議場／参加者 333 名 

 東京：2019 年 6 月 2 日（日）／一橋大学一橋講堂／参加者 111 名 

（2）	 教育講演 

第 66 回学術集会会期中、教育講演 17 講演を開催した。 

（3）	 Physical Examination を学ぶ 

第 66 回学術集会二日目 9/8（土）に、基礎編・臨床編・実践編を開催した。 



（4）	 地域活動委員会／JCC ケースカンファレンス 

第 66 回学術集会二日目 9/8（土）に 2症例を取り上げで開催した。 

（5）	 男女共同参画セッション 

第 66 回学術集会最終日 9/9（日）に「福祉国家スウェーデンの人と社会：自律（立）

と平等、社会への信頼が形作る男女平等社会と成長経済」をテーマに開催した。 

（6）	 利益相反委員会セッション 

第 66 回学術集会最終日 9/9（日）に「COI 管理 Up-to-Date」をテーマに開催した。 

（7）	 成人先天性心疾患問題検討委員会セッション 

第 66 回学術集会最終日 9/9（日）に「ACHD の血行動態からみた妊娠の問題点」をテ

ーマに開催した。 

（8）	 企業向け（MR対象）セミナー 

第 66 回学術集会初日 9/7（金）に「循環器疾患ガイドラインを臨床に活かす」をテーマに

開催した。参加者が減少し 30 名程度となったことから、次年度からは開催しないことが

了解された。 

 

4. 内外の関係学術団体との連絡及び調整 

第 65 回学術集会会期中に以下を実施した。 

（1）	 JCC-ACC ジョイントシンポジウム 

（2）	 JCC-Asia／JCC-KSCMS ジョイントシンポジウム 

（3）	 国内学会 6学会とのジョイントシンポジウム 

日本心臓血管外科学会／日本小児循環器学会／日本心臓核医学会／ 

日本循環器心身医学会／心筋生検研究会／日本心臓リハビリテーション学会 

 

5. その他本会の目的を達成するために必要な事業 

（1）	 顕彰事業 

［栄誉賞］［教育貢献賞］［上田賞］［優秀論文賞］［Young Investigators Award］につ

いて学術集会初日に発表、授賞式が行われた。 

なお Case Report Award を含む受賞者は、下記ホームページにて公開した。 

http://www.jcc.gr.jp/katsudo/kensyo/index.html 

（2）	 FJCC 会員の認証 

本年は新たに 14 名の FJCC が認証され、学術集会初日に認証式が行われた。 

（3）	 理事選挙の実施 

2018 年 10 月の社員総会で理事・監事の任期が満了となることに伴い、学術集会初日

9/7（金）に新代議員による理事・監事選挙が行われ、新理事・監事が選出された。社

員総会での選任後任期が開始となり、新たな委員会が編成され活動を開始した。 

 


